
50 

 

食のコンセプトを拡げていく中で樵木林業の認知も広げている。 

     

   

図 101 地炎地食活動 親子薪炭料理教室 地元食品加工会社と協力 

 

さらに樵木林業の施業方法「択伐矮林更新法」、備長炭の製造モデルについて県外の

照葉樹施業や神戸市等での薪炭事業への導入について関係者と協議しているところで

ある。 

 

（Ｂ）森林サービス産業 

 樵木林業施業地や樵木林業跡地をつなぐ周遊コースを設定し、森林サービス産業

として地域での健康づくり、牟岐町、美波町ボランティアガイド会が中心になって樵

木林業の森林を案内し域外からの訪問者の誘導を図っている。 

また牟岐町観光協会は、樵木林業の施業地跡である五剣山や鬼が岩屋をめぐる登山

コースに設定している。 

      

図 102 樵木林業跡地のガイドによる案内 図 103 樵木の山々の登山ルート 

 

（Ｃ）しいたけ菌床素材を利用したしいたけ栽培と高い付加価値商品開発 

しいたけ菌床素材メーカーは、製造した菌床素材を利用して自らしいたけ菌床栽培

を行い、生しいたけの販売を首都圏まで拡販している。 
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図 104 菌床しいたけ贈答品        図 105 しいたけ利用カレー 

 

（Ｄ）二ホンミツバチの養蜂 

かつて徳島県県南地域の農家では、在来の二ホンミツバチを飼育しており、農家に

とっては貴重な甘味源であった。樵木林業により施業されていた当時の照葉樹林の面

積は広く、二ホンミツバチにとっては大きな蜜源林であった。現在かつてほどの生産

量はないが、海陽町の事業体は、地域の二ホンミツバチ養蜂家からはちみつを集め、

熟成させてから販売している。 

  
図 106 海陽町樫木屋の二ホンミツバチ  図 107 牟岐町産の二ホンミツバチの蜜 

の巣                               ：百花蜜 
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